
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

（2014年 4月～2015年 3月） 



【主な事業内容】【主な事業内容】【主な事業内容】【主な事業内容】 

 

 

（（（（１１１１））））奨学金支給事業奨学金支給事業奨学金支給事業奨学金支給事業 

●●●●実施実施実施実施期間：期間：期間：期間：通年 

●●●●資金資金資金資金源：源：源：源：IV-JAPAN 

●●●●事業実施地：事業実施地：事業実施地：事業実施地：タイ王国、ラオス人民民主共和国                   

●●●●支援対象：支援対象：支援対象：支援対象：経済的理由で就学が困難な青少年 

●●●●主な活動内容及び成果主な活動内容及び成果主な活動内容及び成果主な活動内容及び成果：：：：タイではタイガールガイド連盟が支

援する貧困家庭の小中学校の生徒へ、または法務省矯正局下

の組織であるピブン福祉財団の協力の下、両親が受刑者のた

め経済的に困難な状況にある青少年を対象に奨学金を 40名に

支給した。また、ラオスにおいては主に当会の支援するビエ

ンチャン都職業訓練センター及びナーサイトン郡職業訓練セ

ンターの生徒を対象に 107 名に奨学金を支給した。    

 

 

（２）（２）（２）（２）ビエンチャン職業訓練上級コース・トレーナー養成事業（ビエンチャン職業訓練上級コース・トレーナー養成事業（ビエンチャン職業訓練上級コース・トレーナー養成事業（ビエンチャン職業訓練上級コース・トレーナー養成事業（JICAJICAJICAJICA 草の根パートナー事業）草の根パートナー事業）草の根パートナー事業）草の根パートナー事業） 

●実施期間：●実施期間：●実施期間：●実施期間：2014 年 4月～継続中 5年間事業（2011 年 12 月～2016 年 11 月） 

●資金源：●資金源：●資金源：●資金源：日本国際協力機構（JICA）、IV-JAPAN    

●事業実施地：●事業実施地：●事業実施地：●事業実施地：ラオス人民民主共和国ビエンチャン都    

●現地協力機関●現地協力機関●現地協力機関●現地協力機関：ラオス教育スポーツ省、ビエンチャン都教育局、職業教育開発研究所    

●支援対象：支援対象：支援対象：支援対象：中学・高校などを中退した青少年や、中学・高校を卒業しても技術がなく起業・就業が

難しい女性や青少年（15～40 歳）    

●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果： 

    

ⅰ．調理・美容・縫製の職業訓練実施ⅰ．調理・美容・縫製の職業訓練実施ⅰ．調理・美容・縫製の職業訓練実施ⅰ．調理・美容・縫製の職業訓練実施    

職業訓練上級コースを設置しているビエンチャン都内の 2箇

所の職業訓練校兼実地店舗（OJTショップ）にて調理・美

容・縫製の 3 分野で職業訓練を実施。2014 年度は調理 23 名、

美容 14 名、縫製 17 名の合計 54 名の訓練生たちが実際に一般

のお客様を相手にサービスを提供し、OJT ショップを経営し

ながら、接客応対や店の衛生管理、経営基礎など起業・就業

に必要な経験を積んだ。 

 
ⅱⅱⅱⅱ....    現地協力機関の人材育成現地協力機関の人材育成現地協力機関の人材育成現地協力機関の人材育成    
2016 年の事業終了後も現地協力機関職員が職業訓練校を当会の支援がなくとも自立して運営してい
けるように、協力機関の人材育成を実施。職業訓練計画の立案、予算計画、授業料の収支管理、イ
ンターンシップ提携先との調整・連携、スタディツアー等の屋外活動の調整・実施、成績評価、卒
業制作発表会の運営など、日本人コーディネーターと現地職員が協議を重ね、安定した職業訓練校
運営の仕組みを構築。また、月 2回開催しているスタッフミーティングでは、ラオス人スタッフ主
導の会議スタイルを採り入れ、議題設定や会議進行、議事録もラオス人スタッフ自身が行い、より
現場の声を反映できる体制作りに努め、彼らの責任感・自主性の意識を向上させた。また、職業技
術の向上のため、タイのウドンタニ技術短大から講師を招聘し、各分野のトレーナーを対象に短期
集中トレーニングを行った。同様に日本人美容師を招聘して美容トレーナーを対象にしたヘアカッ
トトレーニングも実施した。 



                   
ⅲⅲⅲⅲ....    職業訓練上級コース教材開発職業訓練上級コース教材開発職業訓練上級コース教材開発職業訓練上級コース教材開発 
上級コースのカリキュラム・教科書の内容をマネージャー・アシスタントマネージャー・トレーナ
ーとともに協議し、実際に OJT へ導入・フィードバックを行いながら作成中。例として英語レッス
ン、近隣の学校へ出張ヘアカットボランティア、卒業制作発表会等をカリキュラムに入れ込んでい
る。国内専門家を招聘して行った講義（カスタマーサービス、スモールビジネスマネジメント、衛
生・栄養管理、）についても専門家からの講義内容を参考に、上級コースオリジナルの教材を作成
中。同時に初級・中級コースのカリキュラム・教材もあわせて改善を進めている。 
 
ⅳⅳⅳⅳ....    地方職業訓練地方職業訓練地方職業訓練地方職業訓練所のトレーナーの養成所のトレーナーの養成所のトレーナーの養成所のトレーナーの養成 
2013 年度に地方職業訓練所のトレーナー養成のために各地方教育局を訪問し、その結果トレーナー
候補生として数名の公務員が各県関連機関よりビエンチャン都職業訓練所へ派遣され、トレーニン
グを受講した。また、2015 年 2月 16 日から 3月 6 日まで実施した TOT を 12 名が受講し、うち 3名
は 2015 年 4月より以下の通り各地関連機関の初/中級コースで職業訓練トレーナーとして新たに従
事予定。 
１.ビエンチャン都ナーサイトン郡学校制度外教育センター：調理 1 名 
２.ポンサリー県職業技術統合学校(IVET:Integrated Vocational and Technical school)：縫製 1名 
３.ウドムサイ県ナモ郡少数民族職業訓練及びアップグレードセンター：縫製 1名 
 

 

（３）（３）（３）（３）ナーサイトン郡職業訓練事業（外務省ナーサイトン郡職業訓練事業（外務省ナーサイトン郡職業訓練事業（外務省ナーサイトン郡職業訓練事業（外務省 NGONGONGONGO 連携連携連携連携無償資金協力事業）無償資金協力事業）無償資金協力事業）無償資金協力事業）     

●●●●実施実施実施実施期間：期間：期間：期間：2014 年 4月～2014 年 10 月(3 年次)*3 年間事業(2013 年 10月～2014 年 10月事業終了） 

●資金源：●資金源：●資金源：●資金源：日本国外務省 NGO 連携無償資金協力、IV-JAPAN 

●事業実施地：●事業実施地：●事業実施地：●事業実施地：ラオス人民民主共和国ビエンチャン都ナーサイトン郡 

●現地協力機関●現地協力機関●現地協力機関●現地協力機関：教育スポーツ省、ビエンチャン都教育局、ナーサイトン郡教育課        

●支援対象：支援対象：支援対象：支援対象：中学・高校などを中退した青少年や、中学・高校を卒業しても技術がなく起業・就業が

難しい女性や青少年（15～40 歳） 

●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：2011 年 10 月より開始した本事業は職業訓練所を建設し、初級･中級コー       

スの職業訓練を計 6期実施し、ナーサイトン郡在住の女性･青少年を中心にビエンチャン県内 365

名が初級コースを修了し、うち 297 名が中級コースも修了した。卒業生の 75.9%（277 名）が起業

または就業することができ、大きな成果を上げる事ができた。また、2014 年 3 年次開始時点で縫

製 1名、理美容 1名の公務員トレーナーが確保された事で、ラオス側の実施体制も強化された。調

理トレーナーも公務員が 2015 年 3月のトレー

ナー養成コースを受講しトレーナーとなった。

本年度はラオス側へ引渡期に当たり、財政の

乏しい政府・自治体からの支援が見込めない

事から、職業訓練所運営の経済的自立を図る

ため、訓練生からの訓練費で事業が行える方

針を立てて教材購入等の必要経費は黒字決算

となった。2014 年 10月 23 日事業終了に伴い

ナーサイトン郡にハンドオーバーした。 

 

 

 

 



（４）（４）（４）（４）青少年の収入向上のための木工職業訓青少年の収入向上のための木工職業訓青少年の収入向上のための木工職業訓青少年の収入向上のための木工職業訓練練練練(JICA(JICA(JICA(JICA 地域経済活性化特別枠地域経済活性化特別枠地域経済活性化特別枠地域経済活性化特別枠））））    

●実施期間実施期間実施期間実施期間：：：：2014 年 4月～継続中 *3 年間事業 

●●●●資金源：資金源：資金源：資金源：日本国際協力機構（JICA）、IV-JAPAN 

●●●●事業実施地：事業実施地：事業実施地：事業実施地：ラオス人民民主共和国ビエンチャン都 

●現地協力機関：現地協力機関：現地協力機関：現地協力機関：ラオス教育スポーツ省学校制度外教育開発セ

ンター 

●支援対象：支援対象：支援対象：支援対象：定職が無く、職業訓練を受ける意思がある青少年

（15〜40 歳） 

●●●●主な活動内容及び成果：主な活動内容及び成果：主な活動内容及び成果：主な活動内容及び成果：埼玉県と協働して「ラオス住民の経

済的自立支援のための職業訓練プロジェクト」を JICA との業

務委託契約のもとに実施した。2014 年 6月 23日ビエンチャン

市中心部より 8km地点にある木工職業訓練所の開所式と開講式が行われた。6月 23日に初級コー

ス 3か月、9月 22 日に中級コース 3か月、12月 8日から上級コース 4か月を実施した。初級コー

スでは主に手加工技術の習得、家具作りの基礎知識教育を重点とし、修了後にはラオスの家具工場

で即戦力として働けるレベルを、中級コース修了後は工場でリーダーレベル、上級コース修了後は

工場の起業が可能なレベルを目標としている。 

 

 

（５）（５）（５）（５）教育支援事業教育支援事業教育支援事業教育支援事業 

●実施期間：●実施期間：●実施期間：●実施期間：2014 年 3月 

●資金源：●資金源：●資金源：●資金源：高岡万葉ロータリークラブ 

●支援対象：●支援対象：●支援対象：●支援対象： ポンサリー県統合職業訓練校 

●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：ミシンなど職業訓練を実施する必要最低限の機材を、ポンサリー県の統合

職業教育訓練校に贈与した。 

 

 

（６）（６）（６）（６）ミシンローン事業（職業訓練縫製分野修了生開業支援）ミシンローン事業（職業訓練縫製分野修了生開業支援）ミシンローン事業（職業訓練縫製分野修了生開業支援）ミシンローン事業（職業訓練縫製分野修了生開業支援）    

●実施期間：●実施期間：●実施期間：●実施期間：通年 

●資金源：●資金源：●資金源：●資金源：高岡万葉ロータリークラブ、その他 

●●●●事業実施地：事業実施地：事業実施地：事業実施地：ラオス人民民主共和国 

●支援対象：●支援対象：●支援対象：●支援対象：縫製分野の技術を持ち、起業・就職に際しミシンを必要としているラオスの女 

性及び青少年 

●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：職業訓練所縫製分野修了生 6人に対しミシンを提供し、起業を促進した。

（※ミシン購入費用は提供後 2 年間のうちに分割で当会に返済する。） 

 

（７）（７）（７）（７）マイクロファイナンスロｰン事業（職業訓練マイクロファイナンスロｰン事業（職業訓練マイクロファイナンスロｰン事業（職業訓練マイクロファイナンスロｰン事業（職業訓練理美容及び縫製理美容及び縫製理美容及び縫製理美容及び縫製分野修了生開業支援）分野修了生開業支援）分野修了生開業支援）分野修了生開業支援）    

●実施期間：●実施期間：●実施期間：●実施期間：通年 

●資金源：●資金源：●資金源：●資金源：夢屋 

●●●●事業実施地：事業実施地：事業実施地：事業実施地：ラオス人民民主共和国 

●支援対象：●支援対象：●支援対象：●支援対象：職業訓練上級コース修了生 

●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：理美容分野上級コース卒業生 5名、調理分野卒業生 1名合計 6名に対し、

開業に必要な資機材購入のための少額融資を行った。 



（８）シェンクアン職業訓練所建設（８）シェンクアン職業訓練所建設（８）シェンクアン職業訓練所建設（８）シェンクアン職業訓練所建設事業事業事業事業 

●実施期間：●実施期間：●実施期間：●実施期間：2014 年 4月～10 月 

●資金源：●資金源：●資金源：●資金源：伊藤基金、彩の国さいたま国際協力基金 

●事業実施地：●事業実施地：●事業実施地：●事業実施地：ラオス・シェンクアン県ペーク郡ヨン村 

●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：シェンクアン県における貧困住民の

生活向上に資するため、職業訓練所を建設し、訓練生に調

理・縫製・理美容の技術を移転し、彼らの起業・就業を促進

することで現金収入の創出を支援。伊藤裕子基金及び彩の国

さいたま国際協力基金助成金を得て、シェンクアン県に職業

訓練所を建設した。2014 年 5月 30 日には譲渡式が行われ、

当会より代表理事、寄付者などが出席した。8月中旬より現地トレーナーにより縫製、理美容、調

理の 3分野における職業訓練初級コースが実施され、当会が 10 月にモニタリングを行い、事業実

施を確認した。 

    

    

（（（（９９９９））））IVIVIVIV----JAPANJAPANJAPANJAPAN フィリピン事務所開設フィリピン事務所開設フィリピン事務所開設フィリピン事務所開設                                                                                                            

●実施期間：●実施期間：●実施期間：●実施期間：通年 

●事業実施地：●事業実施地：●事業実施地：●事業実施地：フィリピン・セブ州マンダウエ市 

●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：当会は災害時の緊急支援を行なうため、ジャパンプラットフォーム

（JPF）に加盟したが、実施体制整備のため、フィリピン・セブに事務所を開設した。また、JPF

の NGOユニット会議に出席し、緊急援助勉強会や他 NGO との情報交換を行なった。  

    

    

（（（（10101010））））ミャンマー事業開始のための事前調査ミャンマー事業開始のための事前調査ミャンマー事業開始のための事前調査ミャンマー事業開始のための事前調査    

●●●●実施実施実施実施日日日日：：：：2014 年 8月 9日～16日                                                                                                                    

●●●●事業実施地：事業実施地：事業実施地：事業実施地：ミャンマー                                                  

●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：新たにミャンマーで活動する方針の

基に、日本の NGO やミャンマー人が運   

営している職業訓練所、寺子屋などの視察を行った。マンダ

レーのパウン・ダェ・ウー僧院学校では、ドイツ援助で家具

製作･木工用の大型機械類が設置されたが、訓練･指導できる

人材と実施予算がなく、機材の活用が出来ていないという状

況を確認した。当会は当僧院学校、政府機関と協議し、パウ

ン・ダェ・ウー僧院学校をカウンターパートとして、職業訓

練支援を行う事の検討を進めた。    

                                            

    

（（（（11111111））））対ラオス草の根･人間の安全保障無償協力にか対ラオス草の根･人間の安全保障無償協力にか対ラオス草の根･人間の安全保障無償協力にか対ラオス草の根･人間の安全保障無償協力にかかる本邦かる本邦かる本邦かる本邦 NGONGONGONGO フフフフォローアップ事業ォローアップ事業ォローアップ事業ォローアップ事業    

●●●●実施実施実施実施日日日日：：：：2014 年 4月 28日～5月 1日 

●●●●事業実施地：事業実施地：事業実施地：事業実施地：ラオス人民民主共和国 

●●●●主な活動内容及び成果：主な活動内容及び成果：主な活動内容及び成果：主な活動内容及び成果：日本日本日本日本外務省が行っている政府開発援助(ODA)「草の根･人間の安全保障無償

資金協力」の実施後調査事業として、外務省の依頼でラオスのサワナケット県、サラワン県、セコ

ン県の南部 3県の ODA 事業を調査し、今後の ODA の有効活用のために、NGO としての立場から助

言・提案を行った。 



（（（（12121212））））ラオス事業開始ラオス事業開始ラオス事業開始ラオス事業開始 20202020 周年記念式典周年記念式典周年記念式典周年記念式典    

●●●●実施実施実施実施日日日日：：：：2014 年 4月 25 日 

●●●●事業実施地：事業実施地：事業実施地：事業実施地：ラオス人民民主共和国ビエンチャン都 

●●●●主な活動内容及び成果：主な活動内容及び成果：主な活動内容及び成果：主な活動内容及び成果：ラオスラオスラオスラオス教育省副大臣をはじめ、ラオ日友好協会会長、ラオ日友好議員連盟

前会長、ラオス外務省国際局副局長、ラオジャーナリスト協会副会長、日本大使館公使、JICA ラ

オス所長、日本人会会長など、ラオス及び日本の官民の方々約 60 名を招待し、当会の 20年間にわ

たるラオス事業の歴史や概要を説明し、当会のラオスにおける 20年の歴史を伝え、日本の NGO

としてのプレゼンスを高めた。アトラクシ

ョンとしてラオス伝統楽器キムの演奏や、

ラオスの人気歌手による日本の歌なども盛

り込み、最後に参加者全員で「上を向いて

歩こう」を合唱した。また、式典後には懇

親の場を設け、職業訓練所調理コースの生

徒によるラオス料理、日本料理を招待客ら

に供し、日本人、ラオス人の国際交流を進

めた。 

    

    

（（（（13131313））））ビエンチャン職業訓練／ホスピタリティ（介護）短期職業訓練ビエンチャン職業訓練／ホスピタリティ（介護）短期職業訓練ビエンチャン職業訓練／ホスピタリティ（介護）短期職業訓練ビエンチャン職業訓練／ホスピタリティ（介護）短期職業訓練    新規申請準備新規申請準備新規申請準備新規申請準備    

●●●●実施実施実施実施日日日日：：：：通年 

●●●●事業実施地：事業実施地：事業実施地：事業実施地：ラオス人民民主共和国ビエンチャン都 

●●●●主な活動内容及び成果：主な活動内容及び成果：主な活動内容及び成果：主な活動内容及び成果：新規事業申請のための事前調査及び聞き取りをラオスと日本での受け入れ

側に行った。 

 

    

（（（（14141414）日本ラオス外交関係樹立）日本ラオス外交関係樹立）日本ラオス外交関係樹立）日本ラオス外交関係樹立 60606060 周年記念事業周年記念事業周年記念事業周年記念事業    

●●●●実施実施実施実施日日日日：：：：2015 年 1月 23,24,31 日 

●●●●事業実施地：事業実施地：事業実施地：事業実施地：ラオス人民民主共和国ビエンチャン

都 

●●●●主な活動内容及び成果：主な活動内容及び成果：主な活動内容及び成果：主な活動内容及び成果：1 月、日本の伝統文化で

ある茶道と着物（内掛け、訪問着、振袖、小紋、

紬、木綿等）約 30点、帯 10点ほどを展示し、ラ

オス産の絹や木綿で織られた布地で仕立てられた

着物や帯を紹介した。綸子、絣柄、更紗模様等の

デザインはアジアから日本へ伝わっているものも

あることを、ラオスのショール等と比較しながら

紹介した。1月 31 日ラオス武道センターで開催

された着物ファッションショーでは、日本から着付け師 2 名を派遣し、花嫁の内掛け 3着をはじめ、

七五三や各種着物を 23人のモデルを通して紹介した。両事業ともビエンチャンタイムス英字紙や

ラオス国営テレビで放映され、ラオス社会での日本文化理解促進に貢献した。    



（（（（15151515））））第第第第 11118888 回ラオススタディーツアー回ラオススタディーツアー回ラオススタディーツアー回ラオススタディーツアー    

●●●●実施期間：実施期間：実施期間：実施期間：2014 年 10月 25 日～11 月 4日 

●●●●事業実施地：事業実施地：事業実施地：事業実施地：ラオス人民民主共和国 

●●●●主な活動内容及び成果：主な活動内容及び成果：主な活動内容及び成果：主な活動内容及び成果：公募により 6 名が集まり、当

会が支援するビエンチャン職業訓練校を見学し、昼食

時には上級コースの生徒が働く OJTレストランを実際

に利用した。また、卒業生が起業したブティックや美

容院を訪問し、ラオス社会における当会の職業訓練支

援事業の成果を確認した。また、ラオスを通して途上

国の実情を知り、当会プロジェクトの理解に役立った。 

 

 

（（（（16161616））））大学大学大学大学・企業・企業・企業・企業インターン受入インターン受入インターン受入インターン受入 

●実施期間：●実施期間：●実施期間：●実施期間：通年 

●●●●事業実施地：事業実施地：事業実施地：事業実施地：ラオス人民民主共和国 

●主な活動及び成果：●主な活動及び成果：●主な活動及び成果：●主な活動及び成果：    

① 7 月 21 日～29日まで東京外国語大学ラオス語科出身の社会人インターン生を受け入れ、日

ラオ文化交流とインターン生の国際協力事業への理解を深めた。 

②8月 20日～9月 12 日まで文京学院大学学生 1名を受け入れ、職業訓練生との交流、文化体験を

通して国際理解を推進し、またＪＩＣＡ草の根パートナー事業ですすめている教科書編集作業を体

験し国際協力事業への理解を深めた。                              

③10 月 3日～2015 年 3月 6日までの期間、フコク生命会社社員を受け入れ、上級コース進級プロ

モーションビデオの作成と職業訓練校トレーナーへの栄養の授業への参画を通し、同社のグローバ

ル人材育成事業に協力した。                           

④12 月 1日から 6ヶ月間の予定で東京外国語大学ラオス語科学生を 1名受け入れ、教科書編集作

業や奨学金のドナーへの礼状の翻訳業務など当会事業の補佐をしてもらうとともに、インターン生

の国際協力への理解促進、視野の拡大に努め、国際的な人材の育成を行った。 

 

    

（（（（17171717））））IVIVIVIV----YOUTHYOUTHYOUTHYOUTH による活動による活動による活動による活動    

●実施期間：●実施期間：●実施期間：●実施期間：通年 

●●●●事業実施地：事業実施地：事業実施地：事業実施地：日本国内 

●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：青年会員のボランティア組織である IV-YOUTH

はグローバルフェスタジャパン 2014（外務省・NGO 共催）、国際フェ

ア 2014（埼玉県主催）や、さいたま市の国際交流事業等に出展し、ラ

オスや IV事業の理解促進を行った。 

 

 

 

 



（（（（18181818））））アジア留学生インターンシップ受入アジア留学生インターンシップ受入アジア留学生インターンシップ受入アジア留学生インターンシップ受入    

●実施期間：●実施期間：●実施期間：●実施期間：2014 年 8月～10月 

●●●●事業実施地：事業実施地：事業実施地：事業実施地：日本国内 

●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果： アジア･コミュニティ･トラストから

の助成金で首都大学東京の中国人留学生を受け入れ、インタ

ーンシップを実施した。NGO 事務局の通常業務の他、ホーム

ページ作成・更新作業やイベント出店などの業務をサポート

してもらった。 

    

    

    

    

（（（（19191919）アジア理解講座）アジア理解講座）アジア理解講座）アジア理解講座    

●実施期間：●実施期間：●実施期間：●実施期間：通年 

●●●●事業実施地：事業実施地：事業実施地：事業実施地：日本国内 

●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：●主な活動内容及び成果：東京外国語大学ラオス語科学生とラオス人留

学生の協力により、ラオス料理教室を 1回、ラオス語教室を 8 回開催

し、延 59名が参加した。料理のコツや、ラオス語のポイントを留学生

から直接教えてもらう機会を設け、参加者のアジア文化への理解を深

めることができた。また当会現地駐在員帰国時に事業報告会を開催し

た。寄付者や会員、その他一般の参加者に対し、職業訓練校を運営し

ていく中での課題、現地の人たちとの協力関係の重要性や、途上国で

の生活や NGO でのやりがいなどを伝え、当会の活動への理解及び協力

を促進した。 

 

 


